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一成人おめでとう一

　1月15日、勤労福祉センターで
「成人式」が盛大に開かれ、132人

の新成人が参加しました。

　喜びの中にも緊張をかくしきれ

ない気持で、お祝いの記念品を受

ける新成人。

2月 〔1月1日現在人口〕
男5，671人女5，790人
世帯数3，145

計11，461人

●発行所
●発行人

埼玉県大里郡江南町役場

江南町長柴田忠雄
●電話0485（36）1521
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▲昨年の申告風景

町
・
県
民
税
申
告
の

　
　
　
　
　
必
要
な
か
た

　
平
成
二
年
一
月
一
日
現
在
、
江
南
町

に
住
所
が
あ
り
、
平
成
元
年
中
に
所
得

が
あ
っ
た
か
た
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　
　
　
）
J

　
た
だ
し
、
確
定
申
告
を
し
た
か
た
、

給
与
所
得
だ
け
で
勤
務
先
か
ら
給
与
支

払
報
告
書
が
町
へ
送
ら
れ
て
い
る
か
た

は
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
今
年
十
八
歳
に
な
っ
た
か
た

や
、
平
成
元
年
中
に
江
南
町
に
転
入
さ

れ
た
か
た
は
、
申
告
用
紙
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
は
所
得
の
な
い
か
た
で
も
、
申
告
が

必
要
で
す
。

所
得
税
の
必
要
な
か
た

確
定
申
告

　
平
成
元
年
分
の
事
業
所
得
、
不
動
産

所
得
な
ど
の
合
計
所
得
金
額
が
、
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど

の
所
得
控
除
の
合
計
額
よ
り
多
い
か
た

は
申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
で
も

次
の
要
件
に
該
当
す
る
か
た
は
、
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。

◎
　
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
二
十
万

　
円
を
超
え
る
か
た

◎
　
二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

　
い
る
か
た

◎
　
給
与
の
年
収
が
一
千
五
百
万
円
を

超
え
る
か
た

申
告
に
必
要
な
も
の

◎
申
告
書

◎
　
印
か
ん

◎
　
平
成
元
年
中
の
所
得
金
額
が
証
明

　
さ
れ
る
も
の

◎
　
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
や
生

』
命
保
険
、
損
害
保
険
な
ど
の
支
払
っ

た
証
明
書

◎
　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、

　
医
療
費
の
領
収
書

◎
　
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、

　
平
成
二
年
一
月
一
日
現
在
に
お
け
る

　
住
所
地
の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
発

　
行
の
領
収
書

◎
　
障
害
者
の
か
た
（
扶
養
者
を
含
む
）

　
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
み

　
ど
り
の
手
帳

◎
　
学
生
の
か
た
は
、
学
生
証
ま
た
は

　
在
学
証
明
書

◎
　
そ
の
他
、
機
械
化
集
団
な
ど
へ
の

支
払
証
明
書

申
告
す
る
と
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
か
た

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
か
た

で
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
か
た
は
確
定
申

告
を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
　
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
取

　
得
し
た
か
た
。

◎
　
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
か
た
。

◎
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就

　
　
）
）

　
職
し
な
か
っ
た
た
め
に
年
末
調
整
を

　
受
け
な
か
っ
た
か
た
。

医
療
費
控
除

　
本
人
や
生
計
を
ひ
と
つ
に
し
て
い
る

家
族
が
病
気
な
ど
の
た
め
、
平
成
元
年

中
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
分
の
医
療
費

が
「
十
万
円
」
ま
た
は
「
年
間
所
得
の

五
％
」
の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
を
超

え
る
か
た
。

　
医
療
機
関
の
領
収
書
が
必
要
で
す
。

住
宅
取
得
等
特
別
控
除

の
適
用
を
受
け
る
場
合

　
本
人
が
住
む
た
め
の
住
宅
を
、
住
宅

ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
新
築
又
は
購
入

し
て
入
居
し
た
場
合
や
、
家
屋
の
増
改

築
な
ど
を
し
て
昭
和
六
十
三
年
以
降
の

居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
で
、
一
定
の

要
件
に
当
て
は
ま
る
と
き
は
、
居
住
の

用
に
供
し
た
年
か
ら
五
年
間
に
わ
た
っ

て
各
年
分
の
所
得
税
額
か
ら
最
高
年
二

十
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
住
宅
取
得
等
特
別
控

除
を
受
け
る
に
は
、
一
年
目
は
確
定
申

告
が
必
要
で
す
が
、
二
年
目
以
降
に
つ

い
て
、
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
た
「
年
末

調
整
の
た
め
の
住
宅
取
得
等
特
別
控
除

証
明
書
」
な
ど
一
定
の
書
類
を
勤
務
先
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税の申告を忘れずに

　
　
（
　
（

に
提
出
す
れ
ば
、
年
末
調
整
で
控
除
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
　
還
付
金
の
受
領
は
、
銀
行
、
農
協

　
な
ど
の
預
金
口
座
へ
の
振
り
込
み
が
，

　
便
利
で
ず
。
金
融
機
関
名
、
預
金
口

　
座
番
号
を
記
入
す
る
と
、
あ
な
た
の

　
預
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

　
　
申
告
書
は
、
で
き
る
だ
け
ご
自
分

　
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

税
の
お
間
い
合
わ
せ

■
町
・
県
民
税
関
係

　
役
場
税
務
課
　
8
三
六
－
一
五
二
一

　
　
　
（
内
線
二
三
四
二
一
五
四
）

■
所
得
税
関
係

　
熊
谷
税
務
署
　
費
二
一
－
二
九
〇
五

　
熊
谷
税
務
栢
談
室
台
二
四
－
七
九
山
ハ
一

　今年も町・県民税や所得税など

の申告をしていただく時期になり

ました。

　申告の期問は、2月16日から3

月15日までです。申告期限が問近

になると、大変混み合いますので

なるべく定められた日時に申告さ

れますようお願いします。

◎町で行う確定申告相談日程

／へ，

（

場会該当者

役場会議室

36－1521

　　農業所得者

農業・給与合算所得者

　月　日

2月16日㈹

2月20日（火）

2月21日（水）

2月22日（木）

午前9時～午後4時まで※時間・

程－日談相告申税民県
　
●町◎

か
ど
う
か
を
よ
く
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　
納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代
理
、

税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
は
、
税

理
士
で
な
い
人
は
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
確

定
申
告
の
時
期
に
は
、
税
務
書
類
の
作

成
な
ど
を
税
理
士
に
依
頼
さ
れ
る
か
た

月　日 該　当　地　区 会　　場

2月23日㈹三本、押切、樋春の一部 役場会議室36－　1521

2月26日（月） 成沢

農業総合

　センター

　36－7013

2月27日㈹三本、上新田

2月28日㈱押切

3月1日（木） 樋春

3月2日③ 御正新田

3月5日（月） 須賀広」野原
農村センター

（農協南支所脇）

36－7016

3月6日㈹ 小江川

3月7日㈱ 塩、板井

3月8日休） 柴、千代

※時聞…　　　…午前9時～午後4時まで

ニ
セ
税
理
士
に
ご
注
意

　
一
、

慶
妥
　
●
》

の
♂
7

＾
㌧
喰
‘
》

　
O

、親
理
士

　
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

税
金
の
申
告
手
続
な
ど
を
税
理
士
に
依

頼
さ
れ
る
か
た
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

ぞ
の
際
に
は
、
正
規
の
税
理
士
で
あ
る

◎税務署から申告相談日の通知のあった人は、
　指定日時に税務署へ申告してください。

が
多
い
こ
と
に
便
乗
し
て
、
税
理
士
の

資
格
の
な
い
人
が
申
告
書
の
作
成
な
ど

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
に
せ
税
理
士
」
は
、

法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
依
頼

し
た
か
た
に
迷
惑
を
か
け
る
結
果
に
な

る
こ
と
が
多
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
税
の
標
語
入
選
さ
れ
る

　
平
成
元
年
度
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
が
募
集
さ
れ
、
数
多
い

作
品
の
な
か
か
ら
つ
ぎ
の
作
品
が
優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　
熊
谷
税
務
署
長
賞

　
　
納
税
で
福
祉
の
向
上
暮
ら
し
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
一
一
一
年
生
　
　
砂
　
野
　
智
　
子
さ
ん
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
①

保
健
セ
ン
タ
ー
と
は
？

　
町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
健
康
で
明
る
い
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま

す
。　
さ
て
、
い
ま
ま
で
に
町
の
保
健
セ
ン

タ
ー
を
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。　
昨
年
八
月
三
日
、
夏
休
み
の
あ
る
日

こ
ん
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
保
健
セ
ン

タ
ー
の
一
番
奥
の
栄
養
改
善
室
か
ら
楽

し
そ
う
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
ド
ア
を
開
い
て
見
る
と
、
小
学
校

四
年
生
く
ら
い
の
男
女
十
数
人
が
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
料
理
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
す
。

　
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
庖
丁
を
に
ぎ
り
、

野
菜
を
切
っ
て
い
る
男
の
子
、
フ
ラ
イ

パ
ン
で
い
た
め
た
も
の
を
作
っ
て
い
る

女
の
子
、
ど
の
子
も
額
に
汗
を
う
っ
す

ら
に
じ
ま
せ
、
お
母
さ
ん
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
う
れ
し
そ
う
に
調
理
を
し

て
い
ま
す
。

　
何
と
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
、
こ
の
日
は
、
江
南
北
小
学

校
の
十
四
組
の
母
と
子
の
料
理
教
室
が

開
か
れ
た
の
で
す
。
献
立
ど
お
り
見
事

に
出
来
あ
が
り
、
試
食
会
に
は
町
長
も

同
席
し
、
わ
た
し
も
招
か
れ
ま
し
た
。

満
ち
た
り
た
自
慢
げ
な
子
ど
も
た
ち
の

顔
を
見
て
い
る
と
わ
た
し
の
心
ま
で
さ

わ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
よ
う
に
栄

『
ー
I
I
I
ー
ー
I
I
I
I
I
I
I
I
I
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I
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I
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I
I
I
I
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ー
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－
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ー
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－
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－
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成人病予防週間
　平成2年2月1日から2月7日
までの1週間、第32回成人病予
防週間となります。

　がん、心臓病、脳卒中などの成

人病で亡くなる人の割合が6割を

超えています。また、これからの

疾病は、働きざかりの人をおそう

ため、社会的にも家庭的にも悲劇

が発生しています。

　しかしながら、これらの成人病

は早期発見と早期治療によって、

ほとんどが防ぐことのできる疾病

　このため「誕生日には健康チェ

ック」を心がけ次の10か条を守っ

て成人病を予防してください。

第1条腹8分目を守る
第2条野菜を十分にとる
第3条　食塩を減らす

第4条　動物性脂肪を控える
第5条　お酒・タバコは控えめに
第6条　適度の運動を行う

第7条ストレスをためない
第8条　睡眠を十分にとる

第9条　肥満を避ける

第10条　定期的な健康診断を受け

　　　る。
　このため町では、下欄のような

事業をおこなっています。

　ご利用とご活用をお願いします

養
に
つ
い
て
、
お
互
い
に
考
え
な
が
ら

健
康
増
進
を
図
っ
て
い
く
一
面
も
あ
り

ま
す
。
本
来
こ
の
施
設
は
国
の
方
針
と

し
て
、
十
年
間
に
全
国
の
市
町
村
に
一

ヵ
所
づ
つ
整
備
し
、
市
町
村
レ
ベ
ル
に

お
け
る
健
康
づ
く
り
の
諸
活
動
を
効
率

的
に
展
開
す
る
た
め
の
「
場
」
で
あ
り
、

利
用
施
設
な
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
町

の
多
く
の
か
た
が
た
が
利
用
さ
れ
ま
せ

ん
と
、
こ
の
施
設
の
存
在
価
値
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
二
千
年
ま
で
に
す
べ
て
の
人

々
に
健
康
を
」
こ
れ
が
い
ま
、
世
界
の

合
言
葉
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
広
報
「
こ
う
な
ん
」

の
紙
上
で
医
学
の
豆
知
識
、
健
康
間
題

な
ど
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
病
気
、
遺
伝
、
心
の
悩
み
な

ど
い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
電
話
で
も
結
構
で
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
i
所
長
　
山
口
正
文

　
費
三
六
－
一
五
二
一
　
内
線
三
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
一

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
「
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

平
で
週
が
病
え
病
め
発
し
早
と
す
こ
ク
成
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

　
ま
防
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

ト
ド
　
　
　
ロ
ヒ
ヒ
ヒ
　
ド
ド
　
ラ
ラ
ド
し
し
ド
し
こ
ラ
し
し
し
ド
こ
　
ド
　
ラ
ド
ヨ
ド
ド
ド
ヒ
ド
　
ラ
ド
ド
ド
ド
ヒ
ド
ド
　
ラ
し
ド
ヒ
ド
ラ
ラ
し
ラ
ラ
し
し
ド
し
　
　
　
ラ
ド
し
ド
ド
し
ぼ
　
ロ
ラ
ラ
ド
ド
ヨ
　
　
ド
ド
し
ヨ
ラ
ラ
し
ド
ド
こ
ト
ヒ
ヒ
　
　
ユ
ラ
ド
ド
し
ド
ロ
ド
ヒ
ド
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
）
　
　
　
　
　
、

〃以焔翻を

届出は、かならず

14日以内におこないましょう。

4

へ
へ 　
2

二、

☆人間ドックヘの補助制度　　　　　　　　　国κ燃鋸環

㎜簾署㎜＾＾㎜㎜㎜㎜轡㎜、勿ス・、麗：以14舵撚
　　国保に加入し1年以上を経過した40歳以上の　1
　人（ただし国保税の未納のない人）　　　　　　1
　　0検査委託病院　　　　　　　　　　　　　　1’
医療法人蓉間麟1谷市末広2蜥）轡が遅れるとつぎのようなトラブルのもとになります

、§1蕪1難藷i・ぢま轡鮪響

）
）
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（
、
（

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
十
二
万
．
円

ま
ご
こ
ろ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

上三成一　　　月新

田本沢別

　
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
、
昨
年
十

二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヵ

月
間
「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
明
る
い
お

正
月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
総

額
九
十
二
万
八
千
三
百
十
六
円
と
い

う
多
額
の
募
金
が
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
さ
っ
そ
く
こ
の
善
意

の
募
金
を
配
分
委
員
会
に
諮
り
町
内
の

低
所
得
世
帯
・
母
子
世
帯
・
身
体
障
害

者
世
帯
・
老
人
世
帯
の
か
た
が
た
や
、

町
内
の
福
祉
施
設
を
は
じ
め
入
所
者
の

皆
さ
ん
に
、
町
民
全
体
が
明
る
い
お
正

月
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い

を
こ
め
て
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
七

た
。
　
こ
こ
に
募
金
結
果
を
ご
報
告
し
て
、

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
区
役
員
さ
ん

や
町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
善
意
に
対

し
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
り

　＿募
酉些ミ金
九
〇
〇
円

四
〇
〇
円

四
〇
〇
円

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
新
田

須
賀
広

野
　
　
原

小
江
川

塩板
　
　
井

柴千
　
　
代

パ
ー
ク
シ
テ
ィ

畜
産
試
験
場

小
原
療
養
所

　
な
お
、

　二二一四一五二一六一一一一
三一一四三一三四四五三二八二九、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、

　
　
　
戸
別
募
金
の
ほ
か
に
、

か
た
が
た
か
ら
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
好
意
に
対
し
て
深
く
感
謝
申
し

あ
げ
る
と
と
も
に
ご
報
告
し
ま
す
。

一
　
般
受
　
付

㈹
埼
玉
県
宅
建
協
会
熊
谷
支
部

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
○
○
○
円

御
正
新
田
浄
安
寺
壇
信
徒
会
一
同

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
、
○
○
○
円

塩
常
安
寺
壇
信
徒
会
一
同

八
○
○
円

四
〇
〇
円

○
O
O
円

○
○
○
円

○
○
○
円

五
〇
〇
円

六
〇
〇
円

六
〇
〇
円

O
O
O
円

一
．
δ
○
円

二
〇
〇
円

八
O
O
円

六
〇
〇
円

○
○
○
円

O
O
O
円

　
　
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
、
二
〇
〇
円

樋
春
真
光
寺
壇
信
徒
会
一
同

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
、
〇
四
三
円

須
賀
広
釈
迦
寺
檀
信
徒
会
一
同

　
　
　
　
　
　
　
二
七
、
三
〇
〇
円

千
代
普
門
寺
檀
信
徒
会
一
同

　
　
　
　
　
　
　
　
八
、
○
○
○
円

押
切
宝
憧
寺
檀
信
徒
会
一
同

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
、
○
○
○
円

野
原
鈴
木
法
子
さ
ん
五
〇
、
○
○
○
円

小
江
川
高
田
民
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
、
九
三
八
円

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
㈱
江
南
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、
○
○
○
円

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
㈱
江
南
工
場
部
課
長
会

　
　
　
　
　
　
　
六
〇
、
○
○
○
円

板
井
　
竹
　
馬
　
　
　
六
、
一
二
三
円

山
口
梱
包
有
志
一
同
　
一
、
一
八
二
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

江
南
荘

給
食
セ
ン
タ
ー

江
南
幼
稚
園

江
南
保
育
所

消
防
江
南
分
署

町
役
場
職
員
一
同

そ
の
他

　
一

　
一
、

　
一
、

　
二
、

　
一
、

一
二
、

二
〇
、

二
一
二
八
円

五
〇
〇
円

五
四
二
円

○
○
○
円

五
九
一
円

一
五
八
円

一
〇
一
円

温
か
い
こ
好
意

　
江
南
ゴ
ル
フ
練
習
場
で
行
わ
れ
た
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ
の
寄
附
金
と
し
て
、

亀
井
さ
ん
よ
り
、
町
の
社
会
福
祉
事
業

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
十
三
万
円

の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
好
意
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
　
（
同
時
に
二
つ
以
上
の

　
　
　
　
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
制
度
に
は
、
老
後
に
受
け

る
年
金
を
は
じ
め
、
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
受
け
る
年
金
な
ど
各
種
の
年
金
が

あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
二
つ
以
上
の
年

金
は
受
給
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
二
つ
以
上
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
は
選
択
申
出
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
選
択
の
申
し
出
が

な
く
、
二
つ
以
上
の
年
金
を
受
給
さ
れ

ま
す
と
、
ど
ち
ら
か
を
返
納
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ

の
場
合
同
時
に
二
つ
の
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

遺族厚生年金

（遺族共済年金）

遺族基礎年金

障害厚生年金

（障害共済年金）

障害基礎年金

（65歳から）

　遺族厚生年金
　（遺族共済年金）

　老齢基礎年金

（65歳から）

　老齢厚生年金
　（退職共済年金）

　老齢基礎年金

相談ごとや援護活動のことは

身体障害者　目　．
　　　相談貝へどつぞ
精神薄弱者

　県では、障害のある人のために、
いろいろな相談や援護活動を行う「相
談員」を委嘱しました。
　相談員は、民間の協力者であり社
会奉仕の精神にもとずき、障害者又
は家族からの相談などに応じてくだ
さいます。

　地区の民生委員さん同様お気軽に
ご相談ください。

●身体障害者相談員
　　　坂　　田　雄　助

　　　樋春291　費36－0256
●精神薄弱者相談員
　　　持　田　1頂　子
　　　三本2143　雪36－1746



（6）広報こうなん 平成2年2月1日

1
）

　　　　　　　　笏π　、’『降

　　臨、講騒繊瀬議繭態
騰
鞭
麗 霧＿＿〆繕㎜元旦綱引き㎜…
　講　畿馨軽葦駿琵騒新しい年・・99・年の幕明け

’
＼
、
ノ

1［III”Il”IIII子だちは雪あそび1”1””1””II

　1月16日、2年ぶりの大雪で幼

稚園も一面の銀世界になり、園児

たちは大喜び、雪だるまを作った

り、ダンボールを使ってのソリ遊

びをしたり、一日中歓声をあげて

いました。

）

Il”1”1”Ill””III野球教室開催される”！”llllll”””1”

　町の野球スポーツ少年団では、12月24日

運動公園において、ロッテオリオンズ現役

守備コーチの新井昌則氏を招き野球教室が

開催されました。

　この日は、江南ファイターズや中学校野

球部員も参加し、投球・走塁からバットの

振り方や構え方などプロの技術を真剣に学

びました。
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（
・
（

家
族
み
ん
な
で

交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
を

　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事

故
に
よ
り
災
害
を
受
け
た
み
な
さ
ん
に

見
舞
金
を
支
給
し
、
み
な
さ
ん
の
生
活

の
安
定
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
四
月
か
ら
十

二
月
ま
で
の
間
に
、
三
十
一
人
の
か
た

に
見
舞
金
合
計
二
百
三
十
一
万
円
が
支

給
さ
れ
ま
し
た
。
（
グ
ラ
フ
参
照
）
こ
れ

は
、
前
年
に
比
べ
見
舞
金
は
減
っ
た
も

・
の
の
、
事
故
件
数
は
増
加
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
町
で
は
七
千
二
百
六
十
四
人

の
か
た
が
加
人
し
て
お
り
ま
す
が
、
三

月
三
十
一
日
で
期
間
満
了
と
な
り
ま
す

の
で
、
来
年
度
の
申
し
込
み
を
二
月
十

日
よ
り
受
付
け
ま
す
。

　
申
し
込
み
書
は
、
区
長
さ
ん
や
幼
稚

園
・
小
・
中
学
校
の
ご
協
力
に
ょ
っ
て

配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
む
場

合
、
一
般
会
員
の
か
た
は
会
費
を
添
え

区
長
さ
ん
を
通
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
（
本
年
三
月
に
屯
学
校
を
卒
業
す

る
か
た
は
一
般
会
員
に
な
り
ま
す
。
）

　
ま
た
、
中
学
生
以
下
の
児
童
・
生
徒

は
、
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
で
と
り
ま

と
め
を
行
い
ま
す
の
で
、
洛
家
庭
の
申

し
込
み
と
重
な
ら
な
い
詣
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

口
加
入
で
き
る
か
た

　
町
内
に
住
ん
で
い
て
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
、
又
は
外

国
人
登
録
を
し
て
い
る
か
た
。

■
会
費

　
一
般
会
員
は
、
年
額
九
百
円
、
中
学

生
以
下
の
会
員
は
、
年
額
五
百
円
で
す
。

■
共
済
の
有
効
期
間

　
四
月
一
日
か
ら
翌
年
一
一
π
主
十
一
日

ま
で
の
一
ヵ
年
間
（
中
途
加
入
の
場
合

は
、
会
費
を
納
入
し
た
時
か
ら
三
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。
）

※
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
転
出
さ
れ
る

か
た
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
交
通
事
故

百
万
円

六
＋
万
円

一
王
か
円

＋
七
万
円

＋
四
万
円

士
万
円

八
万
円

五
万
円

三
万
円

二
万
円

一
万
手
円

一
万
円

月
わ
数

12

払
人

ら
支
の

か
に
金

月
間
舞

4
の
見

年
で
た

昨
ま
れ

数
1
1
1
0
9
8
7
6
5
4
3
2
1

人

見
舞
金

　
日
本
国
内
の
道
路
上
に
お
け
る
自
動

車
、
単
車
、
自
転
車
ま
た
は
電
車
な
ど

に
乗
っ
て
い
て
、
衡
突
、
接
触
、
転
落

転
覆
し
た
事
故
及
び
歩
行
中
こ
れ
ら
の

乗
物
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ
た
場

合
。■
見
舞
金
の
請
求
方
法

　
会
員
の
か
た
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た

場
合
、
治
療
中
で
あ
っ
て
も
役
場
窓
ロ

ヘ
見
舞
金
の
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
請
求
期
限
は
、
事
故
発
生
日
か

・
ら
一
一
年
以
内
で
す
。
請
求
に
必
要
な
書

類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
交
通
事
故
証
明
書
、
ま
た
は
交
通
事

　
故
申
立
・
現
認
書

○
医
師
の
診
断
書
（
所
定
の
用
紙
）

○
会
員
証

○
印
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
※
申
請
用
紙
は
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
し
く
は
、
役

　
　
　
　
　
　
　
場
・
総
務
課
交
通
災

　
　
　
　
　
　
　
害
共
済
係
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
費
三
六
－
一
五
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
二
二
六

（
　
（
3
う
を
勘

　
　
　
俳
句
会
⑩

漂
へ
る
湯
気
和
や
か
な
雑
煮
の
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
沢
八
郎

初
夢
に
宝
山
見
て
一
人
笑
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

初
夢
は
世
界
の
旅
を
し
て
居
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
猪
祐

初
夢
は
笑
顔
を
交
は
す
句
の
集
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
芳
久

顎
沈
め
柚
子
湯
の
香
り
き
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
清
次

初
夢
の
覚
め
て
希
い
の
む
な
し
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
次

亡
き
妻
を
偲
ぶ
初
夢
浮
か
ぶ
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

　
　
　
　
　
い
な
な

初
夢
や
牧
の
噺
き
高
か
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子
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煮
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新
井
ト
モ
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初
夢
の
判
ら
ぬ
ま
ま
に
覚
め
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
花
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夫
の
座
の
広
く
あ
り
け
り
雑
煮
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
塚
洋
子

　
　
ね

初
茜
高
圧
線
よ
り
目
覚
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

御
仏
に
供
う
雑
煮
の
匂
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
あ
い
子

初
夢
や
我
若
く
な
り
吾
子
背
負
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
美
津

改
め
て
平
穏
祝
ふ
雑
煮
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

初
夢
に
願
い
し
こ
と
の
現
は
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

帰
京
の
子
へ
し
っ
か
り
雑
煮
食
べ
て
け

と
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

青
春
の
戻
ら
ぬ
日
々
よ
初
夢
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
ま
つ

換
気
扇
止
め
て
雑
煮
の
呑
に
浸
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
直
江

新
築
を
待
ち
て
仮
家
の
雑
煮
か
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ふ
る
里
の
秩
父
菜
漬
に
雑
煮
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

初
夢
に
懐
か
し
き
友
の
顔
揃
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

佳
き
年
を
希
い
雑
煮
の
膳
に
座
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男



1
』

＼
』
ノ「

＼ゾ

’）’

r一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一r一一一一一一一一一一『｝一『『一『『一『『一｝｝｝一一一一一一一一一一一丁一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一「

i　　　　　　　　　　　　　　　　l　雪048－824－2111内線2423　　　，1■内，　容　　　　　　　　　　　1

1　学生を募集
1■応募資格
1　県内在住の満60歳以上（昭和5
：年4月1日以前に生まれたかた）
1で通学可能なかた。ただレ、過去
：に老人大学を卒業されたかたは除

1きます。
1■開設学園・募集人員など
1　熊谷学園・熊谷福祉センター
i120名、毎月第2・4週の水曜日
i午後1時～4時5分
1■申込期間
ド

1　2月1日から2月20日まで（当
」　日消印有効）

1■申込方法
1　官製往復はがきに、住所、氏名、

1電話番号、性別、生年月日、年齢、
1学園名などを記入し、返信はがき
1の表欄にご自分の住所及び氏名を
き

1記入してください。
i■学習内容
i●心や身体の健康を維持するため

1　の学習
：●時代の変化に対応するための学

1　習
1●社会参加を進めるための学習
：■学習期間

l　l年間。原則として月2回開講
1■経　　費
　

1　入学金2，000円、一授業料3，000円

：■申込先・問合せ
：　〒336浦和市高砂3－13－3
1県衛生会館内　㈲埼玉県高齢者生
1きがい振興財団　8048－831－2206

：　　緑の推進員募集
し

：　緑の推進員は、ふるさと埼玉の

1緑を守り育て、自然の保護を図る・
ロ

1ボランティアです。

1■仕事の内容
1　ふるさとの緑の保全・環境の緑
：化・自然保護思想の普及啓発、自

1然環境を悪化させる行為の通報、
1その他自然環境の保全に関するこ
1との中から、推進員自身の創意工
ド

1夫により、原則として自由に活動
1していただきます。・　　「
：■募集人員

1　150人
i■任　期
：　平成2年4月1日から
：　平成3年3月31日まで
1■応募事項
ぼ

1　役場に備え付けの応募用紙に必
：要事項を記入して、県庁自然保護
：課へ直接お送り・ください。

i■締　切
：　2月15日㈲（当日消印有効）

開催日 流　　一　　マ 費　用

13日㈹ 鵠9蓼響ドィツ） 無　料
16日㈹ 押し花を利用したブローチづくり 500円
21日㈱ いけばなと花器 無　料
23日働 ポプリづくり 2，000円

28日㈱ サギソウの植付けと管理 800円

農林学級（2月分）

開催日 内　　容 時間 f対象（定員）

12日（月） 農業体験
（はくさい収穫）

午後
1：30

小学生
（50名）

17日㊧

18日㈲
木工教室
（和風ついたて）

午前
10：00
一般
　20名

18日（日／ 料理教室
（ニジマス料理）

午前
10：00
一般
　30名

22日㈲ 料理教室
（味噌加工講義）

午後
1：30
一般
　20名

28日㈱ 料理教室
（味噌加工実習）

午前
10：00
一般
　20名

24日eDl ．農業体験
義（はくさい収穫）

午後
1：30

小学生

　50名

花き園芸講座（2月分）1
■日時・テ胃一マ　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　旨

　　　　　　　　　　　　　f
　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　2
　時間は、午後1時30分～3時30分　1
　　　　　　　　　　　　　　■定　　員　　　　　　　　　1
　いずれも先着30名まで。　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　■申込み・問合せ　　　　　　　　1
　電話か直接に植物振興センター　1
　　　　　　　　　　　　　　　分室まで。　餐83－2841　　　1

　　　　　　　　　　　　－1
　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　3
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　総務課　内線227

　　教臼育相談
　　教育委員会では、毎週火曜日
（祝祭日はのぞく）午後1時より
3時までの間、教育相談をお受け
しています。

　お子さんの教育上のことでお困
りのことがありましたら、お気軽
に相談ください。

　魯36－5468（直通）

　　　心配ごと相談

■日　　時
　2月13日（火）・2月27日（火）

　午前9時30分～正午まで
■場　　所
　勤労福祉センター第2会議室
■内　　容
　日常生活での悩みごとなど
’■問合せ

’
社
会 福祉協議会　内線252

あなたの身近かな

i高齢者総合相談センター　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1　困ったときのパートナー、高齢　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

1者総合相談センターのご相談電話　l
lが全国統一となりました。　　　　1，
ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

1　全国共通どこからでも　　　　　I
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　行政相
■日　　時
　2月27日（火）

　午前9時30分～正午

談

　　ハ　レ　ノ｛　レ

（＃8080）で簡単にっな
がります。

　県民のかたなら誰れでも、気軽
に暮らしの豊かな情報源としてお
役立てください。

　よろず相談は原則として電話相
談です。専門相談の医療、法律相
談は予約する必要があります。
　なお従来の（048－648－0110）も

そのままご利用できます。

費はお気軽に

＃　8080（プッシュホンならハレバレ番）
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生
）
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長
女
　
　
　
（
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弘
）

押
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（
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雄
）
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春
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長
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善
次
郎
）

　
村
松
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佳
　
長
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，
（
一
哉
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高
橋
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長
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（
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哲
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